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超伝 導体 と常 伝導体の近接系 は これ まで多 くの研究がなまれて
きた｡ 1964年, A.ド.AAdeey(ref.1)によ り初めて導 かれた AAJreey
scatteriAgも そのなかの一つである｡ A爪dreey散乱 とは､ 常伝導
体 側か ら electronが入射 され た時 超伝導体 を特徴づける pair
ftJnCtion A の 存在 によ り holeが反射される散乱のことである.
これ まで 空 間 的 に一定な pairrunctionによる Andreey散乱は
多 く研究 され て きた｡ しか し 近接系において 境界付近の pair
function は proxinityerrectによ り空ILO的 に変化 している｡ そ
こで proximilyerrectを考慮 にいれた pairrunctionを求め､
Andreev散 乱 を調べることに した｡ この pairfunctionを得るた
め に, Ashida,Aoyama,HardandNagai(ref.2)による準古典的
Green'srunclionか ら pairfunctionが従 う gap方程式 を作 り
その Gap方 程式 を self-consistentに解いた｡
この発表 会 で は 主 に Andreeyscatteringについて述べる｡ (
pairrMctionのヰ出は述べない予定｡ )
図 は 温度 T=0.2Tc,境界の反射率 R=0.2,0.5.0.8 における
selトcoASislentpairfunctidnと､T=0.2Tc,R=0.5での Andreey
scatteringの 散乱､ 透過係数である｡ (Tc:転移温度 ､ RA:
Andreevreflection, RN:normalreflection, TE:eIectroA
-likeqtJaSi-partic一etransnission, TH:hole-likeqtJaSi-Pa
rticletr川SJLission)
ref.1 A.ド.Andreey,Zh.Eksp.Teor.Fiz.46.1823(1964)
lSov.Phys.-JETP19.1228(1964)】.
ref.2 M.Ashida.S.AoyaDa,J.HardandK.Nagai,
Phys.Rey.8408673(1989).
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